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2013 年 11 月、西之島の南東沖近傍において海底火山が噴火し、流出した溶岩により新
たな島が形成された（前野ほか、2017）。この島はその後に旧西之島と接続し、西之島の面
積は噴火前の約 29ha から、約 290ha（2019 年 5 月）まで拡大した（国土地理院、2019）。
また、標高は 25m から 160m に増加した。一方で旧西之島に由来する陸地（以下、旧島）






















































その後は特に目立った噴火活動は見られていなかったが、2013 年 11 月 20 日に西之島の
南東沖約 300m の場所でマグマ水蒸気爆発を伴う噴火が確認され、海面上に火砕丘が確認
された。人工衛星による観測結果から、実際の噴火は 2013 年 11 月初旬からと考えられて
いる（Maenoet al.,2016）。新島は溶岩流出により拡大し同年 12 月 25 日には旧西之島と接
合した（前野ほか、2017）。溶岩の流出は 2015 年 12 月まで継続し、旧西之島は面積の
95％以上が溶岩の下に埋没した。その後噴火は一旦収束したものの、2017 年 4 月〜 7 月お
よび 2018 年 7 月にも溶岩が流出した。2019 年 9 月までに面積は最大で 2.95km2、標高は最
高 160m に達し（国土地理院、2019）、旧島は島の西部に約 0.4ha が残存した。新たな陸地
は、大部分を覆う溶岩、海岸に火山噴出物により形成された砂礫の浜、火砕丘によって構




かったというわけではない。明治時代にはグアノ採集のため、約 3 ヶ月に 1 度の頻度で 35
名の作業者が上陸していたとされる（青木・小坂、1974）。また、この島にはアホウドリ
Phoebastria albatrus が繁殖していたが、羽毛等の採集を目的に乱獲され絶滅している（籾
山、1930;Austin, 1949; Chiba et al., 2007）。また、下村（1933）は、漁船により持ち込ま








西之島では 1973 年噴火以前は、オヒシバ Eleusine indica、イヌビエ Echinochloa crus-
galli、スベリヒユ Portulaca oleracea の 3 種の植物しか確認されていなかったが、その後
にグンバイヒルガオ Ipomoea pes-caprae、ハマゴウ Vitex rotundifolia、ツルナ Tetragonia 
tetragonoides が定着した（Abe, 2006）。これらの新規に定着した種はいずれも海流散布植
物であり、砂礫の浜が形成されたことで定着が促されたものと考えられる。鳥類では、
2004 年にオナガミズナギドリ Puffinus pacificus、アナドリ Bulweria bulwerii、オースト
ンウミツバメ Oceanodroma tristrami、アオツラカツオドリ Sula dactylatra、カツオドリ
Su. leucogaster、クロアジサシ Anous stolidus、オオアジサシ Sterna bergii、セグロアジサ









この調査は、環境省、東京大学、日本放送協会の連携により 2019 年 9 月 3 日から 5 日に
かけて西之島に上陸して実施された。西之島では多数のカツオドリが繁殖していることか
ら、調査による撹乱影響を最小限に抑えるため、繁殖期のピークを過ぎた時期としてこの





































西之島では 2013 年から 2015 年（第 1 期）の溶岩流出の後、2016 年に東京大学地震研究
所を中心とした上陸調査を実施し、地質調査および岩石試料の採取を行った（前野ほか、
2017）。しかし、その後に 2017 年の噴火（第 2 期）および 2018 年の噴火（第 3 期）により
地形や地質が大きく変化した。このため、今回の調査では第 2 期の火山活動で出現した溶





























広がっていた。UAV による調査では、雛は海岸から 400m 程度内陸の溶岩上でも見つかっ
た。アオツラカツオドリは成鳥 62 個体を含む集団が、オナガミズナギドリは 296 ヶ所の巣
穴と 462 個体の夜間飛来が（図 3）、クロアジサシは約 400 個体の観察が確認された。また、
2016 年に旧島に設置した自動録音機には 2016 年 11 月から 2018 年 6 月までの録音記録が
保存されており、冬季にオーストンウミツバメが多数飛来していることが明らかになった
（川上・小山田、2020）。








地では、岩の下から海鳥寄生性のクチビルカズキダニ Carios capensis が多数検出された。
なお、今回の調査で発見された中には、外来種であるワモンゴキブリ Periplaneta 
americana も含まれている。一方で、噴火前の 2012 年に確認されていた 10 種の節足動物
のうち 7 種は今回の調査では確認されなかった。その中には、トノサマバッタ Locusta 
migratoria のように体の大きいものやオオシワアリ Tetramorium bicarinatum のように一
般に個体数が多い種も含まれており、噴火の影響により集団が消失した可能性がある。
節足動物は、まだ植生のない西之浜や北西台地、南西浜でも確認された（森ほか、
2020b）。西之浜では特にヤニイロハサミムシ Anisolabis picea が優占していた。また、南











潮間帯海洋生物相の調査では、貝類 4 種（シワガサ Cellana radiata enneagona、クロカラ
マツガイSiphonaria (Mestosiphon) subatra、コウダカタマキビ Littoraria pintado、オガサワ
ラタマキビ Echinolittorina cinerea）、甲殻類 2 種（オオイワガニ Grapsus tenuicrustatus、オ





























































た後は、生態系の撹乱を最小限に抑えるため、上陸を伴う総合調査は 10 年に 1 度にするな
ど低頻度で実施することが望ましい。なお、今回の調査で海鳥生息地から多数発見された
クチビルカズキダニは、人獣共通感染症の病原体であるボレリア Borrelia 等を媒介するこ
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